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男
女
共
学
１
０
０
年 

―
同
志
社
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
前
史
を
振
り
返
る

同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

社
史
資
料
調
査
員小こ

枝え
だ

　
弘ひ

ろ

和か
ず

学
位
を
授
け
な
い
選
科
（
入
学
資
格
を
本
科
よ
り
低
く
設
定
）、
希

望
科
目
の
み
を
受
講
す
る
聴
講
生
の
3
種
類
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
私
立
大
学
で
初
め
て
女
子
学
生
を
受
け
入
れ
た
学
校
で
す

が
、
前
提
と
な
る
条
件
次
第
で
学
校
名
が
変
わ
り
ま
す
。
専
門
学
校

令
に
よ
る
大
学
の
場
合
、
東
洋
大
学
が
１
９
１
６
年
（
大
正
5
）
に

女
子
学
生
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
科
か
選
科
の
明
記

は
あ
り
ま
せ
ん
（『
東
洋
大
学
百
年
史
』
通
史
編
Ⅰ
、pp.743-

749

）。
大
学
令
の
場
合
、
初
め
て
選
科
生
と
し
て
受
け
入
れ
た
学

校
は
、
日
本
大
学
（
１
９
２
０
年
）
で
す
（『
日
本
大
学
百
年
史
』

第
2
巻
、pp.226-228

）。
そ
し
て
、
初
め
て
本
科
生
と
し
て
受

け
入
れ
た
学
校
は
本
学
（
１
９
２
３
年
）
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
主
観
的
な
条
件
設
定
で
最
初
の
学
校
名
が
変
わ
り
ま
す
。
な
お
、

全
て
の
大
学
が
学
内
資
料
を
悉
皆
調
査
し
た
場
合
に
こ
れ
ら
の
事
実

が
覆
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、
い
ず
れ
の
私
立
学
校
に
お
い
て
も
女
子
学
生
受
入
の
時

期
は
大
正
期
で
あ
り
、
時
代
状
況
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ

ま
す
。
新
し
い
こ
と
を
実
施
す
る
際
、
私
立
学
校
に
は
強
力
な
リ
ー

　
２
０
２
３
年
（
令
和
5
）
は
、
旧
制
同
志
社
大
学
が
、
１
９
２
３

年
（
大
正
12
）
に
本
科
生
と
し
て
同
志
社
女
子
専
門
学
校
英
文
学
科

卒
業
の
女
子
学
生
を
初
め
て
受
け
入
れ
て
か
ら
１
０
０
年
に
な
り
ま

す
。
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
を
精
査
す
る
限
り
、
本
学
は
女
子

学
生
を
本
科
生
と
し
て
受
け
入
れ
た
最
初
の
私
立
大
学
で
す
。
以
来
、

本
学
は
教
育
基
本
法
施
行
前
か
ら
長
年
に
わ
た
り
男
女
共
学
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
実
施
状
況
に
は
制
限
が
あ
り
、
そ

の
制
限
を
作
り
出
し
た
時
代
特
有
の
背
景
も
あ
り
ま
す
。
本
稿
で
は
、

旧
制
大
学
時
代
の
本
学
を
事
例
に
、
女
子
学
生
へ
の
門
戸
開
放
の
状

況
と
そ
の
背
景
を
、
本
学
所
蔵
の
資
料
を
用
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 

男
女
共
学
の
定
義
―
機
会
の
平
等
か
教
育
の
均
質
化
か  
　

　
日
本
で
最
初
に
女
子
学
生
を
受
け
入
れ
た
大
学
は
、
東
北
帝
国
大

学
で
す
。
東
北
帝
国
大
学
は
、
１
９
１
３
年
（
大
正
2
）
に
本
科
に

女
子
学
生
3
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
い
う
本
科
と
は
学
位

を
授
け
る
課
程
を
指
し
、
他
に
、
本
科
と
履
修
内
容
は
同
様
な
が
ら
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ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
つ
人
物
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
状
況
が
学
校
の
変
革
を
後
押
し
す
る
こ

と
も
ま
た
事
実
で
す
。
後
者
に
注
目
し
な
が
ら
、
本
学
に
お
け
る
共

学
の
歴
史
を
資
料
に
基
づ
き
辿
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

責
任
者
の
判
断
に
よ
る
男
女
共
学
実
施　
　
　
　
　
　

 
 

―
最
初
期
の
同
志
社
英
学
校
の
場
合  

　

　
1
つ
の
教
室
で
男
女
が
共
に
学
ん
だ
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
定
義
の

み
で
、
本
学
に
お
け
る
共
学
の
実
施
時
期
を
調
べ
て
い
く
と
、
そ
の

時
期
は
同
志
社
英
学
校
開
校
3
年
後
の
１
８
７
８
年
（
明
治
11
）
に

な
り
ま
す
。
こ
の
時
の
成
績
簿
を
見
る
と
、Ise M

iya

（
伊
勢
み
や
）

と
い
う
名
前
が
１
８
７
８
年
冬
、
春
、
秋
学
期
を
通
じ
て
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
冬
及
び
春
学
期
に
至
っ
て
は
成
績
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
人

物
は
、
横
井
み
や
で
、
兄
の
横
井
時
雄
と
共
に
熊
本
か
ら
同
志
社
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
時
雄
は
、
熊
本
バ
ン
ド
の
一
人
で
あ
り
、
１
８

７
６
年
（
明
治
9
）
に
閉
校
し
た
熊
本
洋
学
校
で
学
ん
だ
人
物
で
す
。

そ
し
て
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
み
や
も
こ
の
熊

本
洋
学
校
で
学
び
ま
し
た
。
み
や
の
入
学
を
許
可
し
た
人
物
は
、
洋

学
校
教
師
のL.L.

ジ
ェ
ー
ン
ズ
で
し
た
。
い
く
ら
教
師
が
許
し
た

と
い
え
ど
、
男
女
共
学
な
ど
お
そ
ら
く
言
葉
も
な
い
時
代
で
す
。
在

籍
し
て
い
た
男
子
生
徒
ら
に
と
っ
て
は
許
し
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
み
や
は
自
身
の
回
顧
の
中
で
、
女
子
の
受
け
入
れ
に
反

対
し
た
学
生
の
代
表
と
し
て
ジ
ェ
ー
ン
ズ
に
不
満
を
伝
え
に
行
っ
た

海
老
名
弾
正
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
海
老

名
は
ジ
ェ
ー
ン
ズ
か
ら
「
君
の
お
母
さ
ん
は
男
か
女
か
」
と
逆
に
問

わ
れ
、「
君
の
幼
い
時
に
よ
ご
れ
た
体
を
き
よ
め
乳
を
の
ま
せ
、
あ

ら
ゆ
る
苦
労
を
し
て
育
て
ゝ
く
れ
た
母
は
女
で
は
な
い
か
。
其
女
を

軽
蔑
す
る
と
は
何
た
る
不
心
得
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
何
も
言
い
返

せ
ず
む
し
ろ
考
え
を
変
え
る
に
至
っ
た
と
い
い
ま
す
（
海
老
名
み
や

こ
「
汝
の
母
は
女
な
り
」『
我
等
の
同
志
社
』p.48

）。
み
や
は
の

ち
に
海
老
名
と
結
婚
し
、
そ
の
海
老
名
が
第
8
代
同
志
社
総
長
就
任

期
間
に
本
学
の
共
学
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
共
学
の
ル
ー
ツ

の
1
つ
は
熊
本
洋
学
校
に
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
み
や
の
回
想
で
も
う
1
つ
紹
介
す
べ
き
こ
と
は
、
な
ぜ
彼
女
が
同

志
社
英
学
校

で
学
べ
た
の

か
、
そ
の
理

由
を
彼
女
自

身
が
言
及
し

た
内
容
で
す
。

み
や
は
ジ
ェ

古写真「山本峰と横井みや」
明治初期
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ー
ン
ズ
の
教
育
を
受
け
、
一
般
的
な
女
子
生
徒
に
比
べ
て
英
語
の
学

習
は
進
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
同
じ
よ
う
な
女
子
学
生
が
他
に
も
2

人
（
山
本
覚
馬
の
娘
・
峰
、
徳
富
は
つ
）
い
た
た
め
、
新
島
襄
は
彼

女
ら
を
英
学
校
で
学
ば
せ
ま
し
た
。
み
や
は
そ
の
理
由
と
し
て
「
互

い
に
そ
の
便
宜
を
は
か
る
は
美
し
い
人
情
の
発
露
に
他
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
」（
同
前
）
と
回
顧
し
て
い
ま
す
。
み
や
は
、
新
島
や
ジ
ェ

ー
ン
ズ
の
判
断
を
人
情
と
受
け
取
っ
て
い
ま
す
が
、
欧
米
の
価
値
観

を
有
す
る
彼
か
ら
す
れ
ば
、
能
力
差
か
ら
判
断
し
た
当
然
の
配
慮
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
責
任
者
の
個
人
の
判

断
と
裁
量
で
実
現
し
た
、
限
定
的
な
男
女
共
学
で
し
た
。

 

専
門
学
校
令
に
よ
る
同
志
社
大
学
構
想
時
の
試
み  

　

　
１
８
７
８
年
以
降
、
英
学
校
及
び
後
継
の
普
通
学
校
、
尋
常
中
学

校
（
中
学
校
）
な
ど
に
お
い
て
男
女
共
学
が
実
施
さ
れ
た
状
況
は
今

の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
１
８
７
９
年
（
明
治
12
）
公
布

の
教
育
令
第
42
条
に
「
凡
学
校
ニ
於
テ
ハ
男
女
教
場
ヲ
同
ク
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
学
は
基
本
的
に
以
降
男
女
別
学
と

し
て
運
営
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
流
れ
が
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
と

し
た
時
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
９
１
２
年
（
明
治
45
）
専
門
学
校
令
に
依
り
同
志
社
大
学
が
開

校
し
た
こ
と
は
比
較
的
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
前
年
の
12
月
23
、

24
日
に
か
け
て
、
理
事
会
で
大
学
設
置
構
想
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

先
行
研
究
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
学
は
、
既
に
専
門
学

校
令
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い
た
同
志
社
専
門
学
校
と
同
志
社
神

学
校
を
合
併
し
て
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
草
稿
段

階
で
は
も
う
少
し
進
ん
だ
形
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
24
日
の
理

事
会
に
出
さ
れ
た
検
討
案
の
タ
イ
ト
ル
は
「
同
志
社
大
学
及
同
志
社

大
学
女
子
部
設
立
ニ
関
ス
ル
決
議
按
」（
簿
冊
『
明
治
三
十
七
年
四

月
理
事
会
決
議
録
』
所
収
）
で
、「
及
同
志
社
大
学
女
子
部
」
に
取

り
消
し
線
が
引
か
れ
、
該
当
部
分
に
関
す
る
内
容
が
削
除
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
部
分
削
除
に
関
わ
っ
て
、
こ
の
時
の

理
事
会
で
議
長
を
務
め
た
宮
川
経
輝
が
「
同
志
社
大
学
女
子
部
の
事

は
尚
早
し
今
は
是
れ
を
削

る
事
と
せ
ん
旨
を
動
議

す
」
と
発
言
し
た
こ
と
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮

川
の
言
葉
の
意
図
ま
で
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
時
期

尚
早
と
判
断
す
べ
き
事
柄

が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で

す
が
詳
細
は
不
明
で
す
。

「同志社大学及同志社大学女子部設立ニ
関スル決議按」
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
男
女
別
学
で
あ
っ
た
同
志
社
に
お
い
て
、
大
学
を

男
女
共
通
の
最
高
学
府
と
位
置
付
け
る
試
み
は
構
想
段
階
で
廃
案
と

な
り
ま
す
。
東
北
帝
国
大
学
が
女
子
学
生
を
初
め
て
受
け
入
れ
る
2

年
前
の
出
来
事
で
す
。
な
お
、
同
志
社
女
学
校
で
は
、
翌
月
の
１
９

１
２
年
1
月
10
日
、
同
志
社
女
子
大
学
準
備
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

専
門
学
校
令
に
対
応
し
ま
す
。
結
果
、
大
学
と
同
時
に
女
学
校
専
門

学
部
が
開
校
し
ま
す
。

 

大
学
令
と
女
子
高
等
教
育  

　

　
既
に
触
れ
た
通
り
、
１
９
１
９
年
（
大
正
8
）
の
大
学
令
公
布
に

基
づ
き
開
校
し
た
各
私
立
大
学
は
、
本
科
、
選
科
、
聴
講
生
と
様
々

な
形
態
で
女
子
学
生
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
令

に
は
男
女
共
学
に
関
す
る
条
項
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
前
提
と
し

て
政
府
の
方
針
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
９
１
７
年
（
大
正
6
）
9
月
21
日
、「
臨
時
教
育
会
議
官
制
」

が
公
布
さ
れ
、
内
閣
直
属
の
諮
問
機
関
と
し
て
臨
時
教
育
会
議
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
議
論
が
続
け
ら
れ
て

き
た
学
制
改
革
に
関
す
る
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
女
子
教
育
も
議

題
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
答
申
に
付
さ
れ
た
「
女
子
教
育
ニ

関
ス
ル
件
答
申
理
由
書
」
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
り
ま
す
。

女
子
ニ
シ
テ
専
門
ノ
学
術
ヲ
修
メ
ム
ト
ス
ル
者
ニ
関
シ
テ
ハ
既
ニ
東

北
帝
国
大
学
等
ニ
於
テ
実
施
セ
ル
如
ク
女
子
高
等
師
範
学
校
等
ノ
卒

業
者
ニ
シ
テ
大
学
ニ
於
テ
高
等
学
校
卒
業
者
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ア

リ
ト
認
メ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
之
カ
入
学
ヲ
許
可
ス
ル
ノ
途
ヲ
開
キ
テ

然
ル
ヘ
シ
然
レ
ト
モ
特
ニ
女
子
ノ
為
ニ
ス
ル
大
学
ノ
制
度
ヲ
立
ツ
ル

カ
如
キ
ハ
未
タ
其
ノ
時
期
ニ
ア
ラ
ス
ト
認
ム
（
海
後
宗
臣
編
『
臨
時

教
育
会
議
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
１
９
６
０
年
、p.739

）

　
臨
時
教
育
会
議
は
、
東
北
帝
国
大
学
を
先
例
と
し
て
、
し
か
る
べ

き
資
格
と
能
力
を
備
え
た
女
子
学
生
の
大
学
進
学
の
道
は
残
す
べ
き

と
し
な
が
ら
も
、
女
子
の
大
学
を
設
置
す
る
時
期
で
は
な
い
、
専
門

学
校
令
で
十
分
対
応
が
可
能
と
判
断
し
て
い
ま
す
。「
未
タ
其
ノ
時

期
ニ
ア
ラ
ス
」
と
い
う
表
現
が
当
時
の
価
値
観
を
反
映
し
た
言
い
回

し
と
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
帝
国
大
学
レ

ベ
ル
の
大
学
に
お
い
て
、
女
子
学
生
を
受
け
入
れ
る
道
を
閉
ざ
さ
な

い
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
大
学
令
に
よ
る
、
私
立
大
学
に
お
い
て
も

同
様
と
解
釈
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
か
と
思
い
ま
す
。
実
際

に
、
早
稲
田
大
学
や
慶
應
義
塾
大
学
が
女
子
学
生
の
入
学
を
想
定
し

て
大
学
設
置
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
（『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
1
巻
、
早
稲
田
大

学
出
版
部
、
２
０
２
２
年
、pp.832-836

）。
早
稲
田
大
学
と
慶

73



レクチャー

応
義
塾
大
学
の
事
例
は
、
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
不
確
か
な
女
子
学

生
の
大
学
進
学
の
条
件
を
学
則
へ
の
明
記
や
そ
の
許
認
可
を
通
じ
て

具
体
化
し
よ
う
と
す
る
私
立
学
校
の
試
み
で
す
。
本
学
の
共
学
実
施

過
程
も
同
じ
試
み
の
延
長
線
上
で
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
本
学
の
場
合
、
大
学
設
置
申
請
時
に
女
子
学
生
の
受
け
入
れ
を
想

定
し
て
い
た
と
は
当
時
の
学
則
か
ら
は
窺
え
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
行

動
は
１
９
２
１
年
（
大
正
10
）
度
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
学
則

第
60
条
の
改
正
、
す
な
わ
ち
、
選
科
生
の
入
学
資
格
に
「
高
等
女
学

校
卒
業
者
」
を
追
加
す
る
申
請
を
行
い
、
5
月
5
日
付
で
文
部
省
の

認
可
を
得
ま
し
た
（
認
可
書
（
文
部
省
京
専
22
号
、
学
則
中
改
正
の

件
）、
１
９
２
１
年
5
月
5
日
付
、
簿
冊
『
諸
官
庁
学
校
往
復
文
書

綴　
大
正
十
年
度
』
所
収
）。
次
に
、
本
科
生
入
学
資
格
に
関
す
る

第
43
条
第
1
項
に
「
一
、同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
英
文
科
卒
業
者
」

を
追
加
し
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
時
の
申
請
書
の
写
し
に
よ
る

と
「
同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
英
文
科
卒
業
者
ハ
学
部
入
学
ニ
関
シ

予
科
修
了
者
ト
同
等
ノ
学
力
ア
ル
モ
ノ
ト
認
メ
タ
ル
ニ
依
ル
」（
申

請
書
写
「
大
学
学
則
一
部
改
訂
ノ
件
」、
１
９
２
２
年
3
月
8
日
付
、

簿
冊
『
諸
官
庁
学
校
往
復
文
書
綴　
大
正
十
年
度
』
所
収
）
と
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
申
請
は
3
月
30
日
付
で
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
初
め
て
、
本
学
学
則
上
、
入
学
資
格
と
し
て
女
子
高
等
教
育

機
関
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
学
則
改
正
に
関
す
る
細
か
い
記
録
は
未
発
見
で
す
。
た

だ
し
、
臨
時
教
育
会
議
の
答
申
理
由
書
に
示
さ
れ
た
路
線
の
延
長
線

上
に
あ
た
り
ま
す
。
女
子
学
生
へ
の
大
学
の
門
戸
開
放
に
対
す
る
文

部
省
の
姿
勢
が
本
学
へ
の
認
可
に
表
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
認
可
さ
れ
た
資
格
が
同
一
法
人
内
に
隣
接
す
る

女
子
高
等
教
育
機
関
で
確
保
で
き
た
こ
と
は
、
女
学
校
専
門
学
部
英

文
科
と
し
て
も
学
校
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

少
し
新
し
い
資
料
に
な
り
ま
す
が
「
同
志
社
女
子
専
門
学
校
概
則
」

（
１
９
３
０
年
6
月
発
行
）
に
は
「
英
文
科
卒
業
生
は
同
志
社
大
学

に
正
科
生
〔
本
科
生
を
指
す
。
以
下
、
筆
者
注
〕
と
し
て
入
学
し
得

る
特
典
を
有
す
」
と
あ
り
ま
す
。
大
学
の
共
学
実
施
は
10
年
前
に
と

ん
挫
し
た
、
大
学
を
共
通
の
最
高
学
府
と
位
置
付
け
る
試
み
と
実
現

と
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
1
つ
注
意
す
べ
き

は
、
解
放
さ
れ
た
門
戸
の
広
さ

で
す
。
本
学
の
場
合
、
１
９
２

０
年
の
大
学
開
校
時
か
ら
、
大

学
本
科
へ
の
進
学
は
原
則
大

学
予
科
卒
業
生
に
限
ら
れ
て

お
り
、
欠
員
が
出
た
場
合
に

収蔵写真「国際連盟同志社支部」
『同志社大学卒業アルバム』1927年より
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は
、
有
資
格
者
で
進
学
を
希
望
す
る
人
物
が
本
科
生
及
び
選
科
生
と

な
り
え
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
本
科
生
の
資
格
と
は
、
１
９
２
４
年

の
段
階
で
は
、「
高
等
学
校
高
等
科
ヲ
修
了
シ
タ
ル
者
」、「
同
志
社

女
子
専
門
学
校
専
門
学
部
英
文
科
卒
業
者
」、「
文
部
大
臣
ニ
於
テ
高

等
学
校
高
等
科
修
了
以
上
ノ
学
力
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者
」
で
し
た

（「
同
志
社
大
学
学
則
」
１
９
２
４
年
4
月
、
同
志
社
大
学
）。
こ
の

よ
う
に
男
子
学
生
に
比
し
て
女
子
学
生
の
受
験
資
格
の
範
囲
は
あ
ま

り
に
も
狭
く
、
さ
ら
に
欠
員
補
充
と
い
う
建
付
け
で
あ
る
以
上
、
多

く
の
女
子
学
生
が
高
等
教
育
を
享
受
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
教
育
機
会
の
均
等
と
は
程
遠
い
状
況
で
す
。
こ
の
状
況
は

新
制
大
学
発
足
ま
で
継
続
し
ま
す
。

 

広
が
る
門
戸
―
同
志
社
大
学
の
場
合  

　

　
か
く
し
て
、
１
９
２
３
年
度
よ
り
本
学
本
科
に
女
子
学
生
が
初
め

て
在
籍
し
、
高
等
教
育
で
の
男
女
共
学
が
始
ま
り
ま
す
。
以
降
、
ゆ

る
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
入
学
資
格
に
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
最
初
の
変
化
は
１
９
３
１
年
（
昭
和
6
）
の
学
則
改
正
で
す
。
本

科
の
入
学
資
格
を
定
め
た
第
43
条
に
て
、
第
1
項
の
「
同
志
社
女
子

専
門
学
校
英
文
科
卒
業
者
」（
注
：
１
９
３
０
年
（
昭
和
5
）
改
称
）

に
加
え
て
第
6
項
と
し
て
「
神
戸
女
学
院
専
門
部
大
学
部
卒
業
者
、

神
戸
女
学
院
専
門
部
高
等
部
乙
類
卒
業
者
、
梅
花
女
子
専
門
学
校
英

文
学
科
卒
業
者
、
東
京
女
子
大
学
大
学
部
卒
業
者
、
東
京
女
子
大
学

英
語
専
攻
部
本
校
卒
業
者
、
日
本
女
子
大
学
校
本
科
文
学
科
卒
業
者
、

日
本
女
子
大
学
校
専
門
科
英
文
学
部
卒
業
者
、
大
阪
府
女
子
専
門
学

校
英
文
科
卒
業
者
、
宮
城
県
女
子
専
門
学
校
文
科
英
文
専
攻
卒
業
者
、

私
立
聖
心
女
子
学
院
高
等
専
門
学
校
英
文
科
卒
業
者
、
女
子
英
学
塾

本
科
卒
業
者
、
東
京
女
子
師
範
学
校
文
科
卒
業
者
、
奈
良
女
子
高
等

師
範
学
校
文
科
卒
業
者
（
原
文
マ
マ
）」
が
追
記
さ
れ
ま
し
た
（「
同

志
社
大
学
学
則
」
同
志
社
大
学
、１
９
３
１
年
5
月
）。
た
だ
し
、「
第

六
項
ハ
文
学
部
ニ
限
ル
」
と
あ
り
ま
す
。
他
方
、
同
志
社
女
子
専
門

学
校
英
文
科
卒
業
生
は
法
学
部
に
も
文
学
部
に
も
進
学
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
時
の
申
請
過
程
を
見
て
い
く
と
、
1
度
目
は
差
し
戻
さ
れ
た

よ
う
で
、
2
度
目
の
申
請
で
認
可
を
得
て
い
ま
す
。
2
度
目
の
申
請

の
際
に
第
6
項
を
追
加
す
る
理
由
を
「
今
ヤ
他
ノ
女
子
専
門
学
校
出

身
者
ニ
シ
テ
本
大
学
ニ
入
学
希
望
ス
ル
者
少
カ
ラ
ザ
ル
ニ
鍳
ミ
適
当

ニ
入
学
者
ヲ
選
抜
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
他
ノ
同
程
度
ノ
女
子
専
門
学
校
卒

業
者
ヲ
入
学
セ
シ
ム
ル
モ
差
支
ナ
シ
ト
認
メ
タ
ル
ニ
依
ル
」（
申
請

書
写
「
学
則
一
部
変
更
ノ
件
」、
簿
冊
『
同
志
社
大
学
公
文
書
綴　

昭
和
五
年
度
』
所
収
）
と
し
て
い
ま
す
。
拡
大
の
理
由
は
専
門
学
校

令
に
依
る
女
子
高
等
教
育
機
関
の
発
展
で
し
た
。
こ
の
申
請
を
受
け

て
、
文
部
省
か
ら
照
会
が
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
2
点
あ
り
、
1
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点
は
列
挙
さ
れ
た
女
子
高
等
教
育
機
関
名
の
不
正
確
さ
、
も
う
1
点

は
「
学
則
第
四
十
三
条
ニ
第
六
項
追
加
ノ
件
ハ
此
際
詮
議
相
成
難
キ

見
込
ニ
付
従
前
通
リ
ト
為
シ
追
加
セ
ザ
ル
コ
ト
ヽ
致
度
」、「
但
シ
是

非
追
加
ノ
必
要
有
之
バ
文
学
部
ノ
ミ
ニ
制
限
ス
ル
様
相
成
度
」（
文

部
省
専
門
学
務
局
文
書
「
学
則
変
更
ニ
関
ス
ル
件
」
１
９
３
１
年
2

月
28
日
付
、簿
冊
『
同
志
社
大
学
公
文
書
綴　
昭
和
五
年
度
』
所
収
）

と
い
う
も
の
で
し
た
。
１
９
３
１
年
の
学
則
改
正
は
こ
の
文
部
省
の

照
会
を
準
え
た
内
容
で
す
。
こ
こ
に
、
法
学
部
と
文
学
部
に
対
す
る

文
部
省
の
認
識
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　
な
お
、
第
6
項
に
付
さ
れ
た
但
し
書
き
は
、
１
９
３
６
年
（
昭
和

11
）3
月
19
日
の
学
則
改
正
の
認
可
で
撤
廃
さ
れ
ま
す（
許
可
書「
昭

和
十
一
年
二
月
六
日
同
大
第
一
〇
一
号
申
請
学
則
中
変
更
ノ
件
」
１

９
３
６
年
3
月
19
日
、簿
冊
『
同
志
社
大
学
書
類
綴　
昭
和
十
年
度
』

所
収
）。
改
正
の
理
由
を
申
請
書
の
写
し
で
確
認
す
る
と
「
女
子
専

門
学
校
卒
業
者
ニ
シ
テ
法
学
部
入
学
ヲ
切
望
ス
ル
者
ア
ル
ニ
依
リ
調

査
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
本
条
第
六
項
ノ
諸
学
校
卒
業
者
ハ
学
力
其
他
ノ
点

ニ
於
テ
一
項
〔
同
志
社
女
子
専
門
学
校
英
文
科
卒
業
者
〕
乃
至
五
項

〔
高
等
学
校
高
等
科
及
大
学
予
科
卒
業
者
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ア
リ

ト
認
メ
ラ
レ
タ
ル
者
〕
ノ
者
ト
同
等
ト
認
メ
タ
ル
ニ
依
ル
」
と
あ
り

ま
す
（
申
請
書
写
「
学
則
中
変
更
ノ
件
」、１
９
３
６
年
2
月
6
日
付
、

簿
冊
『
同
志
社
大
学
公
文
書
綴　
昭
和
十
年
』
所
収
）。
こ
の
時
も

女
子
高
等
教
育
機
関
の
発
展
が
理
由
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
漸
進
す
る
女
子
高
等
教
育
機
関
の
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
１
９
４
０

年
（
昭
和
15
）
4
月
1
日
付
で
再
び
入
学
志
願
者
資
格
を
改
正
し
ま

し
た
。
ま
ず
、「
同
志
社
女
子
専
門
学
校
卒
業
生
」
と
学
科
の
制
限

が
な
く
な
り
、
学
校
別
の
資
格
付
与
（
第
７
項
）
の
内
容
が
変
わ
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
女
子
高
等
師
範
学
校
並
ニ
女
子
専
門
学
校

卒
業
者
ニ
シ
テ
外
国
語
（
一
外
国
語
ニ
付
三
年
以
上
ニ
亘
リ
授
業
時

数
合
計
九
時
間
ヲ
下
ラ
サ
ル
コ
ト
）
及
左
ノ
学
科
目
ノ
中
四
科
目
以

上（
授
業
時
数
合
計
九
時
間
ヲ
下
ラ
ザ
ル
コ
ト
）ヲ
履
修
シ
タ
ル
者
」

で
、
対
象
科
目
が
「
修
身
又
ハ
倫
理
、
国
語
、
漢
文
、
歴
史
、
地
理
、

哲
学
概
論
、
心
理
、
論
理
、
法
学
通
論
、
経
済
原
論
、
自
然
科
学
、

数
学
、
物
理
、
化
学
、
植
物
、
動
物
、
鉱
物
、
地
質
」
と
な
っ
て
い

ま
す
（「
昭
和
十
五
年
四
月
一
日
改
正　
同
志
社
大
学
学
則
」
同
志

社
大
学
、
１
９
４

０
年
）。
改
正
の

理
由
に
関
し
て
は

当
時
の
資
料
が
現

存
し
な
い
た
め
詳

細
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
ま
で

の
改
正
と
同
様
で

「昭和十五年四月一日改正
同志社大学学則」部分
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あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
正
内
容
は
新
制
大
学
発
足
ま

で
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

 

お
わ
り
に  

　

　
教
育
基
本
法
（
１
９
４
７
年
3
月
31
日
公
布
・
施
行
）
第
5
条
に

男
女
共
学
が
明
示
さ
れ
、
１
９
４
８
年
以
降
は
男
女
共
学
の
新
制
大

学
が
数
多
く
誕
生
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
終
戦
前
の
、
女

子
高
等
教
育
に
対
す
る
世
間
の
認
識
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
本
学
の
場
合
、
１
９
５
７
度
年
の
学
部
生
の
男
女
比

は
男
子
生
徒
94
％
（
１
２
，
３
０
１
人
）、
女
子
学
生
6
％
（
７
８

１
人
）
で
し
た
（『
学
生
部
年
報
』
同
志
社
大
学
学
生
部
、１
９
５
７
、

p.11

）。
そ
の
後
、
経
済
発
展
と
と
も
に
国
民
の
生
活
水
準
が
向
上

し
、
人
口
も
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
大
学
へ
の
進
学

熱
は
上
昇
し
、
大
学
は
定
員
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
変
化
は

在
学
生
の
構
成
内
容
に
表
れ
て
い
ま
す
。
高
度
経
済
成
長
期
の
直
後

で
あ
る
１
９
８
０
年
度
を
事
例
に
み
る
と
男
子
学
生
80
．
4
％
（
１

５
，
３
０
７
人
）、
女
子
学
生
19
．
6
％
（
３
，
７
２
６
人
）（『
学

生
部
年
報
』
同
志
社
大
学
学
生
部
、
１
９
８
０
、p.133

）
と
な
っ

て
お
り
、
終
戦
直
後
と
比
較
す
れ
ば
そ
の
数
は
微
増
で
す
。
し
か
し
、

次
の
30
年
で
事
情
が
変
わ
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
を
事
例
に
み
る

と
男
子
学
生
57
．
2
％
（
１
５
，
０
３
５
人
）、
女
子
学
生
42
．
8

％
（
１
１
，
２
３
３
人
）（『
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
年
報
』
同
志
社
大

学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
、
２
０
２
０
、p.163

）
と
性
差
に
よ
る
比

率
が
拮
抗
し
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
は
、
社
会
の
構
成
員
の
中
で
大

学
教
育
を
受
け
た
人
々
の
性
差
の
均
衡
化
を
暗
に
示
し
て
い
ま
す
。

ゆ
え
に
、
現
代
社
会
に
お
い
て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
鈍
化
が
危

惧
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
、
現
実
社
会
の
現
状
に
合
っ
て
い
な
い
と
言

え
る
か
と
思
い
ま
す
。
大
正
時
代
に
女
子
学
生
へ
の
門
戸
開
放
に
尽

力
し
た
人
々
の
働
き
は
伝
統
的
価
値
観
、
あ
る
い
は
常
識
へ
の
挑
戦

で
し
た
。
今
一
度
歴
史
を
振
り
返
り
、
先
人
た
ち
の
行
動
に
目
を
向

け
、
自
ら
を
省
み
る
機
会
が
、
こ
の
１
０
０
年
と
い
う
節
目
で
あ
り
、

50
年
、
も
し
く
は
１
０
０
年
後
に
、
現
在
が
評
価
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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